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A research about the Utilization of traces of Volcanic Disasters: 
after the 1888 Eruption of Mt.Bandai
橋本俊哉［立教大学観光学部・教授］
HASHIMOTO, Toshiya
Summary: e purpose of this paper is to evaluate the utilization of traces aer the volcanic eruption as tourist 
objects. Aimed for this, a monitor tour organized for the purpose of recognizing ‘the grace and threat’ for 
both residents and visitors. First of all, the results of 3 years eld research for nding traces aer the eruption 
of Mt.Bandai 1888 for the potential use as tourist objects. Based on this, a monitor tour was conducted, the 
answers of questionnaire for participants was analyzed. As a result, the monitor tour was benecial eects 
for both participants who had special interests for the history of his own land and residents who helped the 
tour as interpreter.
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2 災害心理学者の広瀬（2007）は，地域社会が有する災害への耐
性について論じる中で，被害を最小限にとどめるための，何
らかの社会的・経済的な条件等を備えているかという側面（＝
「災害抵抗力」）と，被災後に速やかに立ち直ることができる条
件を有しているかという側面（＝「災害回復力」）との組み合わ
せにより，社会を４タイプに分類している．観光地の「災害弾
力性」は，この考え方を観光地に適用し，災害抵抗力と災害回
復力の双方を高いレベルで兼ね備えた「弾力型観光地」を理想
的な形として追及せんとする考え方である（橋本，2016）．
3 2012年6月に改正された災害対策基本法に，災害の教訓を伝
承することが「住民の責務」として明記され，国・地方公共団
体，民間事業者を含めた各防災機関において防災教育を行う
ことが「努力義務化」された（第7条，第46条，第47条2項等）．
4 約70万年前に活動を開始したとされる磐梯山は，これまで幾
度となく噴火を繰り返してきた．1888年の噴火は7月15日の
朝，磐梯山の峰の一つである小磐梯が山頂付近より破裂した
のを皮切りに15～20回爆発し，最後には小磐梯の山体が粉々
になり北側の山腹を土砂が流下したものである．通常，噴火
というと地下のマグマから溶岩が流れ出ることを意味するが，
この時は，マグマによって地下水が温められ，それが水蒸気
となって山体そのものを吹き飛ばすものであった．溶岩の噴
出がないこの噴火は「磐梯式噴火」と呼ばれている．この「噴
火」に伴う岩なだれとその影響で河川に発生した泥流（土石
流），そして爆風が，山麓の集落や温泉宿に大きな被害をも
たらし，477人が犠牲になった．
5 磐梯山噴火百周年記念事業協議会編（1988），米地（2006）他．
6 調査チーム参加学生による調査報告「防災教育におけるジオ
ツアーの意義と有効性 -猪苗代町立吾妻中学校のジオパーク
フィールド学習に着目して」2018年3月13日，裏磐梯ビジター
センター.
7 主催：磐梯山ジオパーク協議会，協力：立教大学観光学部橋
本研究室・文教大学国際学部海津研究室．行程を組むに当
たっては調査プロジェクト参加学生の意見も取り入れている．
8 磐梯山ジオパーク協議会関係者（猪苗代町・北塩原村・磐梯
町事務局，ジオガイド等）8名，立教大学4（教員1，学生3）名，
文教大学5（教員1，学生4）名．
9 猪苗代町5名，会津若松市3名，磐梯町・喜多方市・会津坂下
町各1名．
10 「2,000円～3,000円」のように価格帯での回答者については，
その平均値（この場合は2,500円）として算出 .
11 長坂住民山内愛子氏は，自らの集落の魅力について，「水の
いいこと，人のいいこと，空気のいいこと．人がいいことが
一番」と，端的に表現している．
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